
年 頭 所 感

日本医師会会長 植 松 治 雄

平成１７年の初春を迎えるに当たりまして、皆様
に心からお慶び申し上げます。
昨年４月の会長就任以来、参議院議員選挙、８月

の臨時代議員会における「事業計画」および「当
初予算」の一部見直し等、皆様のご理解のもと、
無事実行することができました。
１０月には、３０年ぶりに「２００４年世界医師会東京
総会」が開催され、世界４１カ国から５００名が東京
に参集しました。学術集会では、「先端医療と医の
倫理」「ITの進歩と医療」をテーマとして、世界各
国の医師が熱心に討議を行いました。私は開催国
医師会長として、「今、医療に求められるもの」と
題して講演を行い、医療に求められる最大のもの
は、安全と質の高い医療の提供であることを訴え
ました。また、この「東京総会」で特筆すべきこ
とは、日医主催の歓迎レセプションに天皇皇后両
陛下のご臨席を賜ったということです。両陛下
は、海外からの参加者と親しくお言葉を交わさ
れ、参加者の大変感銘を受けている姿が印象的で
した。
規制改革・民間開放推進会議は、昨年夏、民主

導の経済社会の実施を口実に、混合診療の解禁・
株式会社の参入を提言しました。それを受けた形
で、小泉総理が、混合診療の解禁の年内取りまと
めを指示したことによって、急に周辺があわただ
しくなりました。
そこで、日本の医療を守るために、医療関係者

と国民が一緒に行動する「国民医療推進協議会」
を設立させました。私が協議会会長としてお世話

をさせていただくことになり、まず、当面の課題
として、国民皆保険制度を堅持していくために、
地域集会と署名運動を実施し、国民運動として医
療改悪阻止を図りました。地域集会につきまして
は、４７都道府県において開催され、署名は約６００
万人分が集まり、それらの署名は衆・参両議院議
長宛に請願として提出しました。その折、与党議
員の約８割が紹介議員となってくださいました。
その結果、いわゆる「混合診療」問題に係る基本
的合意が、厚生労働大臣と内閣府特命大臣との間
でなされ、混合医療の解禁は阻止することができ
ました。ただ、中医協の問題など、具体的に対応
しなければならない多くの課題が残っておりま
す。
さらに、本年の課題としては、「医療の安全確保

のための具体的方策の検討」および「生涯教育の
さらなる推進」が挙げられます。後者は、医療の
質の向上および医療安全のために、会員の生涯教
育をさらに充実し、これを見える形で国民に示
し、医療への信頼を築くことを目的としていま
す。この他、三位一体改革や介護保険制度の見直
しなど問題は山積しておりますが、診療報酬に関
わる問題点の抽出なども見据えて、新たに、「社会
保険診療報酬検討委員会専門部会（仮称）」を設
置して適切に対応していきたいと思います。
皆様の深いご理解とさらなるご支援をお願い申

し上げますとともに、本年が国民にとって明るい
展望が開ける年となりますことを祈念し、新年の
ご挨拶といたします。
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